
在宅介護で問題となる点は介助による家族の身体的負担増。又施設に於いても

同じく介助による身体的負担増からくる腰痛による離職での慢性的介護者不足。

介助する側・される側共に機械(リフト)を利用して安全で楽にありたいですね。

当日は2種類のデモ機を用意しています。実際に試して体験してみましょう。

在宅では中々導入率が低い介護用リフト。

でも実際に設置使用する事で家族の身体的負担軽減に

繋がります。最後に在宅での導入事例も

提示します。 代表　　栗林　稔昌

松尾　公裕　様
日本ケアリフトサービス(株)  取締役
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題材 ; 施設・在宅ケア向け自立支援に向けての介護リフト活用術

講師 ;

所　　属 連絡先ＴＥＬ＆ＦＡＸ 勉強会 懇親会

日時： 令和6年  4 月 27  日（土）１４:００～１６:３０ （受付　13：30～）

場所： 川越市東部地域ふれあいセンター　会議室1・2

会費 ;

参・不
ＦＡＸ

～代表のつぶやき～

問い合わせは脊髄損傷者友の会事務局（栗林福祉建築事務所内）迄 ℡　０４９-２９３ -８２６２

勉強会終了後場所を移動し、講師交えた懇親会を開催致します。併せてご参加下さい。

参加希望の方はFAXかメール(t-kuri911@pro.odn.ne.jp)まで

氏　　名

ＦＡＸ送付先 ０４９－２９３－８２６３

ＴＥＬ

参・不

川越税務署 ●●ベルク

南古谷駅

ふれあい

センター

交番


